
確認申請 確認済証交付
省エネ適合判定

⻑期優良住宅
設計性能評価

ローン減税・補助⾦
スマートに利⽤するには？
審査の合理化とは？

今更ですが、準備は終わってますか？

まだなら、手遅れにならないように、準備・対策しましょう。

株式会社アースレイズ

2月18日(火)
13:30～14:30

●建築基準法の改正（構造・省エネ適合）と
●構造計算(四分割法・N計算と許容応力度計算）
●GX志向型住宅(国土交通省・経済産業省・環境省３省連携)

住宅建築の流れは今大きく変わろうとしています。
自社のブランディング、販売戦略に大きく係ることに

仕様基準

2月21日(金)
13:30～14:30

2025年4月1日以降に着工する住宅・建築物が対象です。

構造審査 壁量計算
許容応⼒度計算

2月26日(水)
13:30～14:30

許容応⼒度との違いは？
どちらを選ぶのが
設計者として正しい？



参加費
無料

■2⽉18⽇(⽕)13:30~14:30

■2⽉21⽇(⾦)13:30~14:30

いよいよ、４号建築物・特例の廃止です！
準備・対策セミナー

建築確認・検査における審査(検査）項目
○敷地関係規定
○構造関係規定
○防火避難規定
○設備その他単体規定
○省エネ基準

構造関係規定の話 必要壁量の基準 300㎡超
①荷重の実態に合わせた壁量 【早見表】【表計算ツール】 許容応力度計算
②柱の小径の基準の改定 とは？ とは？
③壁倍率の上限 合算７倍
④耐力壁と準耐力壁 何が変わったのでしょうか？

申請業務の複雑化？
安全性の確保？ 結果的、今の壁量では不足？
許容応力度計算との違いは？

省エネ基準の話(省エネ適判）
○建築物エネルギー消費性能確保計画 必須となります。
○仕様基準 省エネ適判には３つの方法があります。

金利優遇・各種補助金・ローン減税
を含め検討が必要です。

アースレイズの業務 『地盤調査・解析』・『許容応力度計算』・『断熱性能等級計算』
『一次エネルギー消費量計算』・『各種申請サポート』まで、工務店様・建設会社様へ
ワンストップのお手伝いができるアースレイズならではのセミナーです。
アースレイズの提供する「進捗管理システム」をぜひご利用ください。

QRコードよりお申し込みください。

申込締切り 2⽉17⽇（⽉）

■2⽉26⽇(⽔)13:30~14:30
申込締切り 2⽉20⽇（⽊）

申込締切り 2⽉25⽇（⽕）


